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本講演では, 講演 [1] のアリの採餌行動模型を用いて, “道”の消滅および生成過程について研
究を行ったので, それについて報告する. アリの採餌行動模型のパラメータ（slowモードから
fastモードへの切り替え確率 𝛾!" および fastモードからslowモードへの切り替え確率 𝛾"!）
と “道”の消滅・生成時間の関係について, 数値シミュレーションを行い, 図1,2 のような結
果を得た.  
 

 
 
 
図１から, 道の消滅時間は, 𝛾!" を固定した場合, 𝛾"! が大きくなるにつれて単調増加してお
り, 𝛾"! を固定した場合は, 𝛾!" が大きくなるにつれてほとんど単調減少していることがわか
る. この結果は, 𝛾!" と 𝛾!" の定義からも容易に想像できる.  
 
一方, 道の生成時間では “最小値” が見られ, 道の消滅時間が短ければ生成時間も短くなる
わけではないということがわかる. これは, 𝛾!" が大きいと, 各アリが自由に視覚情報から最
短経路を選んでしまうため, 同じ経路を辿ることが少なくなり, 道が定着せず, 逆に 𝛾!" が
小さいと, 道を過剰に定着させてしまい, 巣に向かって道が伸びにくくなるためだと考えた.  
 
本研究は, 「けもの道」や「人間の通り道」の生成などにも適用できると考えている. 講演で
は, “道”の定義や消滅および生成の判定基準についても議論する.  
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